
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎｏ． １７５ 
 

発行 ２２．６．１ 
 
      ＪＲ東労組 業務部 

【組合】２０２０年の夏季手当以降、コロナの特別手当５０,０００円を一貫して要求しているが、要求に即し
た回答がされていないばかりか、賃金はカットされている。この２年間は並々ならぬ努力をしてきた。私たちは収

入が減少させられている上に、感染防止対策の個人負担が増加し、その支出が生活費を圧迫していることを認識す

べきだ。このコロナ禍の努力にどう報いるのか！今まで報いていないがどこで報いるのか！ 

インフラという社会的責任を果たすために運休を発生させず安

全・安定輸送を確保してきた。感染者が出た際には休日出勤し連

続勤務になりながらもなんとか回している。私生活においても感

染しないように人混みを避けるなど気をつけている。仕事に穴を

空けないために日々の生活をしていることを評価すべき。 

【会社】２年以上にわたって感染

防止対策を行い、感染リスクのあ

る中社会的使命を果たしていた

だいていることに改めて感謝す

る。会社としては手当ということ

だけではなく、最大限出来る対応

をしてきた。 

入区列車の車内清掃では、汚れている場合は責任感を持って感染症

のリスクがある中、嘔吐物の対応などをしている。 

統括センターや営業統括センター化

によって企画業務が増え、働き度は

増すばかりだが賃金は低下してい

る。モチベーションが上がるわけな

い。営業統括センターになったが、

拠点駅のみで様々なことを決めて物

事が進んでいく。他の駅はタイトな

日程で報告を求められるばかりで、

企画業務どころではない。チケット

レス化を推進するが定着率が悪く、

業務量は確実に増えている。増収の

ための取り組みでイベントが増えて

おり、本来業務にあたる人員が減っ

て一人当たりの業務量が激増してい

る。委員会やマイプロを超勤でやら

され、稼げ稼げと言われるが、やり

がいだけでは限界だ。 

車両では、部品の修繕を

再利用してコスト削減、

部品の可能なところは薬

剤洗浄をやめて、作業環

境が悪化してまでもコス

トダウンに努めてきた。 

人手不足の中、ワクチン

の副反応やコロナ罹患者

が出た時にも休日出勤な

どして応じて、列車運行

を確保してきた。私たち

はロボットじゃない！過

去最高の働き度に応えて

ください！！ 

激甚化する自然災害の対応に汗して

いる。事故事象も続いている。線閉

違反が多くあるが、原因をたどれば

現場に余裕がないことが浮き彫りに

なっている。その一方緊急点検など

で急な対応に右往左往している現実

のなかでも、事故事象を撲滅するた

めに日々奮闘している。 

朝礼や訓練で、毎日のように赤字であると

いう話がされ、一人ひとりが考えて業務に

就いている。勤務での食事は NewDaysで購

入するようにしている。贈り物などは JRE

モールでの購入を意識している。親族にビ

ューカードの入会と利用を呼びかけてい

る。日々黒字化に向け努力している。感謝

の言葉だけでなく手当で応えるべきだ！ 

マスク・消毒液等の購入、離れた家族に会うために

自費で抗原検査キットを購入し年間６万円程の支出

をし、職場でも感染させないために努力している。 

３/１６の福島県沖地震の対応は、常に臨時行

路のため、現場では行路作成に奔走し、ぎり

ぎりまで次勤務が決まらない中でも協力して

乗り越えてきた。車両関係では、バスで出向

いて交検を行って運行を確保してきた。日々

情報が変わる中で、企画部門や駅も輸送を支

えてきた。工務職場においても早期復旧に向

けて昼夜を問わず遂行した結果、４/１４に全

線開通を成し遂げた。 

いくら頑張っても収入が増えない。働き続け

ることに意味を見出せない。内定の時に日々

の給料は低いけど、夏季・年末の賞与が多く

もらえるよと会社の人事に言われて入社して

いるのに、この現状はどうなの？これ以上手

当が下がったら転職する方がいいのではない

か。転職するなら３０歳を超える前の方がい

いみたいだ。子どもが生まれるからお金が必

要。産後パパ休暇ができたけど、収入が下が

っているので無給の制度は使えない。 

 

コロナ禍においても、健康推

進センターでは健康診断や

適性検査を実施して鉄道運

行を下支えしている。病院で

は社員の健康と地域医療の

場の確保を成し遂げてきた。 


